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1. はじめに
　インタラクティブアートのヒューマンインター
フェースとして、またメディアインスタレーショ
ンの一形態として、新しいタイプの「楽器」を創
出する、という研究領域に関連して、個別の特定
の対象を離れた一般的なシステムデザインの視点
から考察した。大きく、(1)従来からのアコース
ティック楽器を拡張したタイプのサイバー楽器、
(2)新しいセンサやデザインによる新コンセプト
のタイプのサイバー楽器、という二つの潮流につ
いて、システム技術的・ヒューマン情報処理的・
音楽美学的などの見地から検討し、新しいサイバ
ー楽器の創出に向けた指針を提案する。
　  

2. 過去のICMCの検討
　この領域での先行研究および世界の関連研究の
サーベイとして、ICMC1991からICMC1999まで
のProceedingsから、「センサ」「インターフェー
ス」「新楽器」「演奏支援システム」などの視点
での発表を調べた([1]-[26])。ここでは、楽器
メーカ等から提供される汎用の装置/センサへの不
満によるオリジナル化への強い意欲、ホストPCに
頼らずマイコンにより小型軽量化を図る指針、柔
軟な視点で多種のセンサと多用なパターン抽出を
試みている研究の流れを確認することができた。
論文集はICMAから全て提供されているので、興味
のある方は原論文をぜひ参照されたい。
　  

3. システム技術的な検討
　一言で「サイバー楽器」と言っても、(1)従来
からのアコースティック楽器を拡張する、(2)新
しいセンサやデザインによる新コンセプト、とい
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う二つの潮流がある。前者においては、民族楽器
や伝統楽器の音響的な特性や演奏技法を尊重しつ
つ音楽表現の可能性を拡張する、というニーズ指
向の視点があり、後者においてはVR技術に対応し
た新しいセンサ技術やマイコン技術の進展を適用
する、というシーズ指向が強く見られた。
　エレクトロニクス技術、あるいは情報処理技術
としてのシステムデザインとして「サイバー楽
器」を見た場合には、単なるセンシング出力やパ
ターン認識出力を音楽演奏情報に単純にマッピン
グしてきた状況への反省が重要である。これは、
MIBURIやBioMuseがあまり経済的にヒットしない
理由として、ハイテクのセンサ部分だけでは音楽
やアートの道具として十分でない、アナログ的な
センサ出力を規範的な演奏情報に画一的に離散化
することによる自由度の消失、等として専門家が
過去に指摘してきたことと対応している。今後の
アプローチとしては、柔軟で自由なマッピング、
というのがキーワードになると思われる。
　  

4. ヒューマン情報処理的な検討
　ヒューマンインターフェースとしての「サイバ
ー楽器」は、センサボックス部分のハードという
ことでなく、最終的にサウンドやビジュアルのマ
ルチメディア情報を対話的にリアルタイム生成す
るシステム全体のソフトウェアまでを含めて捉え
る傾向にある。ここで、前述のサーベイから得ら
れた情報処理的な課題について以下に列記する。
　センシング入力のフロントエンドにおいては、
工学的なセンサとしての検出可能性に限定されな
い柔軟な視点が求められる。人間の身体はかなり
の適応力と柔軟性を持っており、音楽家が「楽
器」として習熟する能力は非常に高いものがあ
り、要求水準も高度である。また、あらゆるセン
サ出力を単純に遠隔伝送・統合するのでなく、フ
ロントエンド付近にて高性能CPUで信号処理・パ



ターン認識処理を行う手法も、パフォーマンス性
や携帯性能として重要である。
　インタラクティブアートやメディアインスタレ
ーションにおいて重要な「対話性」については、
システム内に構築するモデルと現実世界からのセ
ンサ入力情報、そして出力されるVR情報との対応
(広義のマッピング問題)が共通のテーマとなって
いる観がある。新規なコンセプトのサイバー楽器
であればこの仮想現実空間のモデリングが命とな
り、従来楽器を拡張したサイバー楽器の場合に
は、伝承された元の楽器の持つ音楽空間の特長を
生かしたモデリングが重要になると考えられる。
 

5. 音楽美学的な検討
　これまでテクノロジー主導であった「サイバー
楽器」は、これからいよいよ、音楽やアートとし
ての本来的な視点がリードすることになる模様で
あり、ICMCでは既にその端緒を見て取れる。シス
テムの工学的な部分はブラックボックスの陰に隠
れ、アイデアとコンテンツの勝負の時代である。
ここに求められるものとしては、アートの創造を
妨げないヒューマンなオーサリング環境、そして
創作と実現とが統合化された支援環境である。
　エレクトーンを自動演奏した機構むき出しロ
ボットの世紀はもう終わる。新しいサイバー楽器
を研究開発しようとする者は、メカやハイテクに
人間を縛ることなく、最低限の教養として音楽が
聴こえ、音楽を理解し、アートする心が必要とさ
れる時代となるようである。ICMCにおける美学的
テーマの論文発表をぜひ参照されたい。
　  

6. おわりに
　インタラクティブアートのヒューマンインター
フェースとは、関連領域を広く深く持っている研
究対象であることが確認できた。机上の空論でな
く、実際のシステム構築やアートへの応用として
具体的な進展とともに研究を進めていきたい。
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